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公益財団法人マツダ財団 平成 30(2018)年度 事業計画(案)及び収支予算(案) 

（平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで） 

 

◆マツダ財団の設立趣旨に沿った社会貢献活動を行い、マツダ財団の存在価値を高める。 

◆｢１４中期事業計画｣に沿った事業変革を着実に進める。 

当事業年度は、科学技術振興分野では、萌芽的研究および若手研究者の育成のための支援を強化し、

青少年健全育成分野では、市民活動支援および市民活動の活性化に寄与する実践的な研究に対する

支援を強化する。これらの支援強化を含め、その活動に際しては、先見性･独創性を常に念頭に置き

助成効果をより向上させる。また、財団運営面では、ガバナンスの強化および情報公開を積極的に

行うとともに、一層の経費削減、効率的な財団運営に努める。さらに、｢中期事業計画｣に沿った事

業変革を着実に進め、先進的・個性的な事業を提供し続けることによって、｢存在感のある財団｣を

目指す。 

事業費総額は、超低金利の続く厳しい資金環境下、対前年度予算１４万円減の６，５３２万円とす

る。 

 

Ⅰ．科学技術振興関係事業 
１．研究助成 

＜マツダ研究助成＞ 

機械、電子・情報、化学系材料、物理系材料の４分野について、先進性・独創性に優れた基礎研

究および応用研究に対し助成を行う。また、若手研究者、萌芽的研究、循環･省資源への重点助成

とする。 

(1) 助成対象研究分野  ① 機械  ② 電子･情報  ③ 化学系材料  ④ 物理系材料 

(2) 助成金総額・件数  ３，１００万円、３１件 

(3) １件当たり助成金額 １００万円 

(4) 助成期間   １年または２年 

(5) 募集方法･募集期間  公募、２０１８年４月下旬～同年５月３１日 

(6) 選考方法   選考委員会による審査･選考 

＜マツダ研究助成奨励賞＞ 

 マツダ研究助成対象の中から特に優れた研究に対して授与する。 

(1) 副賞(追加助成金)     ５０万円/件 

(2) 助成金総額・件数     ２００万円、４件 

 

２．事業助成 

｢科学わくわくプロジェクト｣の趣旨に沿った科学体験事業への助成を行う。 

(1) 助成対象分野  中国地方で開催される小中高の生徒を対象とした｢科学体験｣に 

関する事業・研究会等を支援する。 

(2) 助成対象地域  中国地方 

(3) 助成金総額・件数  ２００万円、１０～１５件程度 

(4) １件当たり支援金額 １０～２０万円 

(5) 募集方法･募集期間  公募、２０１８年４月上旬～同年５月７日 
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(6) 選考方法   選考委員会による審査・選考 

 

３．科学わくわくプロジェクト 

科学にわくわくする子どもの心を育てるための｢科学わくわくプロジェクト｣(わくプロ)事業を実

施する。今年度は、以下の２事業を実施する。 

(1) ｢サイエンスレクチャー｣～主に中学生・高校生を対象とし、理科好きの生徒たちに、理科の

真の面白さを伝える事を目的に、「出前講義」を実施する。 

・実施時期：２０１８年５月以降 

・実施場所：要請のある中・高等学校(私学・広島市教育委員会との連携、５～６校)  

・参加者：３０～４０人/講義  

・内容：単元内指導 

・予算額：２０万円 

(2) ｢ジュニア科学塾｣～中学生を対象に、科学に関する幅広い内容を発展的、継続的に学習する 

演習講座。実験･観察実習を行うとともに、広島大学等の最先端の設備を活用して、ハイレベル 

な科学体験の場を提供する。 

・実施時期：２０１８年４月以降 

・実施場所：広島大学他 

・募集方法：公募 

・テーマ：未定 

・講師：比治山大学 林 武広教授他 

・予算額：３０万円 

(3) ｢小学校の先生のための理科ひろば｣～小学校の先生に対して、子ども達が強く関心を示すよ 

 うな楽しくためになる理科の実験授業について、当プロジェクトの研究員等が学校に出向いて 

 模擬授業を行い提案する。 

・実施時期：２０１８年５月以降 

・実施場所：要請のある小学校(広島市教育委員会との連携、１０校程度)    

・予算額：３０万円 

(4) 広報活動の充実 

 ・内容：ホームページ維持管理、他 

 ・予算額：２０万円 

(5) 予算総額：１００万円 

 

４．調査研究 

・新規事業(大学等との連携事業)の検討。事業内容、提携先等検討。 

・研究助成・事業助成について、応募者アンケート調査・分析および有識者ヒアリング調査。 

・予算額   １００万円 

 

５．経費   ５６１万円 

 

科学技術振興関係事業費  計 ４，２６１万円 
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Ⅱ．青少年健全育成関係事業 

１．研究助成 

次世代を担う青少年の健全育成に寄与する研究に対する助成を行う。市民活動との連携強化を図り、 

市民活動の活性化に寄与する実践的な研究に注力する。 

(1) 助成対象分野  ・青少年をとりまく環境 ・コミュニティづくり  

・ボランティア育成     ・科学体験 

(2) 助成金総額･件数  ４００万円、５～６件程度 

(3) 助成期間   １年または２年 

(4) 募集方法･募集期間  公募、２０１８年４月下旬～同年６月２９日 

(5) 選考方法   選考委員会による審査・選考 

 

２．市民活動支援 

青少年健全育成のための地域に密着した活動を支援する。本支援は新年度早々から活動ができるよ 

うに、昨年秋より募集を始め､本年２月１３日､２月１４日の選考委員会において選出された支援対 

象(案)を本日の議案として上程している。今年度の応募は９９件で、活動への意欲・斬新性、社 

会的要請度、支援効果等多方面から審議され、３０件が候補に選出された。 

(1) 助成対象分野  ①自然とのふれあい ②ボランティア育成  ③地域連帯 

    ④エコ   ⑤国際交流･協力   ⑥科学体験・ものづくり 

(2) 支援対象地域  広島県、山口県 

(3) 支援金総額･件数  ８００万円、３０件 

(4) １件当たり支援金額 １０～５０万円 

(5) 支援期間   １年 

(6) 募集方法･募集期間  公募、２０１７年１０月１０日～２０１８年１月１２日 

(7) 選考方法   選考委員会による審査・選考 

 

３．感動塾･みちくさ 

子どもたちが自然に触れ、体験や実験などを通じて、科学に対する興味を深め、自分たちで創意工

夫することにより科学を学ぶ心を養うことを目的に、３施設で実施する。 

(1) 共同事業   (公財)広島市文化財団との共催 

(2) 支援･人数   広島市およびその周辺在住の小学校３年～６年・約１５０人 

(3) 期間   ２０１８年８月～９月  ２泊３日 

(4) 場所   (公財)広島市文化財団の青少年活動施設 

           ・広島市青少年野外活動センター 

・広島市三滝少年自然の家 

・広島市似島臨海少年自然の家 

(5) 募集方法   公募(応募多数の場合は抽選) 

(6) 予算額   １３０万円 

 

４．スタートラインプロジェクト 
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ＮＰＯ法人ピピオ子どもセンターと連携して、被虐待児等の自立を支援する事業を実施する。 

本年度は、以下の３プログラムを実施する。 

(1) 被虐待児等の成長を支援するプログラム 

・被害回復  癒しのプログラムとの連携、カウンセリングの充実 

・生活習慣の改善 日記実践、コミュニケーション能力の向上 

・自己肯定感の涵養 座学(家庭教師) 

体験を通じた「学習」の支援（スポーツ大会、音楽活動、野外活動、 

マネー講座、企業体験等） 

・自立への準備 就職活動、資格取得等 

(2) スタッフの能力開発を支援するプログラム 

・講座・セミナー・研究会等の開催(一般にも開放) 

・スタッフ人材育成モデルの研究、スタッフ間のコミュニケーションの活性化 

・他機関の視察、他機関のスタッフとの交流 

(3) その他(活動基盤の充実) 

・広報活動の充実 ちらし、パンフレット、報告書等の作成、広報誌・ホームページの充実 

・普及活動  調査・分析、活動結果の体系的整理等を通じて、知見の普及・社会還元を 

図る。 

(4) 予算総額  １００万円 

 

５．若者×ツナグバ（新規事業） 

若者が希望を獲得するための活動支援を、市民活動団体等との緩やかなネットワーク型の連携によ

り実施する。若者一人ひとりが、社会情勢を正しく認識したうえで、多様な考え方から自分が納得

のできる生き方を見つけ、その潜在能力を高め、選択肢を増やし、希望につなげていくことを目的

とし、希望の 4 柱（行動・対象・手段・情熱）を獲得するための「対話」「表現活動」「居場所づく

り」等の活動を支援する。 

本年度は、以下の３プログラムを実施する。 

(1)「ツナグバカフェ」 

主担当：NPO 法人ほしはら山のがっこう（広島県三次市） 

①ワカモノの対話の場づくり、②参加したワカモノを、ほしはら山のがっこうなどのボラン

ティア活動、自然体験や地域活動につなげていくことを目的に、①たき火を囲むカフェ（冬

はこたつを囲むカフェ）、②ボードゲームカフェをそれぞれ 3 回開催する。主に高校生から 30

代を対象として、人数は最大各 15 名。 

予算額：５０万円 

(2)「Folks Tea Booth Ⅱ ～自分の手で、もう一つの居場所をつくろう～」 

主担当：NPO 法人三次おやこ劇場 DASAIYA（広島県三次市） 

10 代の子どもたちと若者が、異年齢の環境で何でも語り合えるみんなの居場所づくりを継続。

若者がいつでもふらりと立ち寄ることができ、本音で語り合える場をつくる。①石窯カフェ

を稼働させライブを企画、②屋外にもう一つの居場所（ログハウス）をつくる。ログハウス

製作では DIY なかまづくりも目指しており、同時に農業体験も手掛ける。 
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予算額：５０万円 

 

(3)「青少年の居場所づくり」 

主担当：府中町地域活動青年団体「志楽蝶」（広島県安芸郡） 

府中町で活動する高校生から社会人まで所属する青年団体。地域活動への参加・支援、ヒー

ローショー「ツバキマン」公演、中高生向けネットラジオ番組の製作、スポーツ大会開催等

を通じた新たなコミュニティの開拓を進めつつ、青少年の新たな居場所として、志楽蝶事務

所兼活動場所である「志楽蝶 BASE」管理運営に取り組む。 

予算額：５０万円 

(4) 予算総額  １５０万円 

 

６．講演会 

青少年健全育成の啓発を目的とする講演会を開催する。 

(1) 開催場所  広島市内のホール ＜予定＞ 

(2) 開催時期  ２０１８年１１月 ＜予定＞ 

(3) 講師･演題  未定 

(4) 募集方法  公募(応募多数の場合は抽選) 

(5) 予算額  ２００万円    

 

７．大学寄付講義等 

｢柔らかい社会｣｢地球の有限性｣｢人類愛｣｢国際化・グローバル化｣をキーワードとして、社会貢献・ 

地域貢献を目的に、地域の大学に対する寄付講義を実施する。今年度は１大学で実施する。 

(1) 対象･方法     広島女学院大学(単位互換科目)     集中講義＋ボランティア実践 

(2) 実施時期     ２０１８年５月～９月 

(3) 本財団の役割   ① 講義内容の企画･立案  

② 講師団の編成、派遣、紹介  

③ 諸経費の負担 

(4) 予算額     ２０万円 

＊以上の他、広島大学大学院「コミュニケーション能力開発 (ディベート演習）)」、 

県立広島大学「キャリアビジョン」等へ講師派遣を行う。 

 

８．調査・研究 

（1）若者×ツナグバを推進するための調査・研究。 

（2）スタートラインプロジェクトを推進するための調査・研究。 

（3）予算額      １００万円 

 

９．経費       ３７１万円 

 

青少年健全育成関係事業費  計 ２，２７１万円 
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